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産学協同「八幡前駅プロジェクト」
とは 02同志社中学校×叡山電車



学校最寄駅の一つである
叡電「八幡前駅」を
同志社の生徒の力で
何とかしてみませんか？！

叡山電鉄株式会社

企業訪問・職業講話・共同商品開発など、
産学連携の可能性を把握するため

保護者および卒業生にアンケートを実施

地域を共にする企業
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20132013
八幡前駅と同志社は、長い間、地域のシンボルとして互いに支え合ってきた
が、1997年に市営地下鉄が延伸し、国際会館駅が登場してからは、地下鉄利用
者が増え続け八幡前駅を通学で利用する本校生徒は、今や中学・高校全体の1
割ほどにまで減少。また、周辺地域の住民も少子高齢化が進み、総じて八幡前
駅からは活気が失われていた。



産学協同「八幡前駅プロジェクト」とは02
町の人にとっても、同志社にとっても、

八幡前駅が大切な場所であることは変わらない
からこそ、自分たちでこの駅を

もう一度「素敵な駅」にしよう。

PBLやアントレプレナーシップ教育の観点からも絶好のテーマ！

2013年、校内ポスター掲示を見て集まったのは有志10名！









地元のパン屋さんと
商品開発した
「こいくるパン」



人の手が感じられる駅
いつも、何かの活動が
滲み出ている駅に！

ハ
ト
駅
長





実際に生徒が作成したスライド



実際に生徒が作成したスライド



叡電「八幡前」駅を

“地域交流”を生む

持続可能な駅にする

プロジェクトの最終目的

（活性化・魅力化）



エコモ財団様より
モビリティ・マネジメント教育支援制度を受ける
（2017，2018，2019，2020，2021，2022，2023）

人や社会、
環境に“やさしい”



テーマがあることで
思考と行動を

選択する際に、
指針が明確になる

資金をもとに、
専門家を招いたり

アイディアの実行が
より充実した

自分たちの活動が
公なものとして

認められ、応援され
ていると感じる

公共性

モビリティ・マネジメント（MM）教育支援制度により与えられたこと

指針・資金・公共性、この３つが与えられた



2020年7月
大雨による土砂災害で
大規模な崩落が発生

叡山電車の
市原駅～鞍馬駅間が運休
大変な復旧作業へ

2021年9月に再開通







2022



2022



2022



2024



2024



毎冬には、駅クリスマス

地域の皆さんは、

毎年楽しみにされています。



03「新しい活動の居所」が、
継続12年に



『私にとっては必要で大事な経験でし
た。普通に中学生をしているだけじゃ
絶対できないようなことのオンパレー
ドだし、大変なこともあるけど何より
楽しい！あとは、こういう課外活動に
興味を持っている「やる気のある仲
間」と出会えるから絶対やったほうが
いい！そういう友達がいると、刺激を
もらえます！』（2018卒 MFさん）

『やってみようと踏み出した一歩が中
学3年間のすべてを変えてくれた気がし
ます。好奇心を大切にしていこうと思
えたり、自分が好きなことはアイディ
アを出したりポスターを作ったりする
ことなんだとも気づいたし、悔しさを
味わうことの大切さにも気づけまし
た。この3年間の活動で出会った人たち
とのつながりも、はじめとは比べられ
ないくらい自分のものにできた気がし
ています。』（2018卒 FHさん）



正課の授業（教科） 放課後の部活動

修めるべき学びとし
てカリキュラムで決
められているもの

同じコトが好きな
もの同士が集まる

担当教員により
評価が行われるもの

単純明快なゴール
（試合やコンクール
での勝利・技術の練
達）に向かって取り

組むもの

これまでになかった
「新しい活動の居所」
「新しい活動チャンネル」

を見出した？！
（与えられた）



「新しい活動の居所」「新しい活動チャンネル」

課題のありかた①①
学校の外にあるヒト・モノ

・コトが与えてくれる

現実社会の答えのない課題

メンバー ②②
興味・関心を持ち、

「やってみたい！」

「ワクワクに挑戦したい！」

と集まった異質なメンバー

やらされゼロ③③
絶対にやらないといけない

ことでなく、自分たちで

「やる」と決めること

評価が社会から ④④
学校のなかでの評価でなく、

成功も失敗も、学校の外部

からの評価が得られる



「新しい活動の居所」が、継続12年に

前述のアンケートコメントにみられるように、
このような新しい経験・居場所を得た子どもたちが、
一様に「前向きさ」「自信」「挑戦を楽しむマイン
ド」を身に纏っているように感じすにいられない。
これはいったい何からくるものなのだろうか？
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2030/2040の時代にむけて
育成が重要な

3つのチカラが提言された

「生き延びる力／変革を起こす力
（transformative competencies）」

「対立やジレンマに対処する力
（reconciling tensions and

dilemmas）」

「新たな価値を創造する力
（creating new value）」

「責任ある行動をとる力
（taking responsibility）」



「対立やジレンマに対処する力
（reconciling tensions and

dilemmas）」

「新たな価値を創造する力
（creating new value）」

「責任ある行動をとる力
（taking responsibility）」

新しい製品やサービス、新しい社会モデルを他者と
協力して産み出す力。適応性、創造性、好奇心、他

者をオープンに受け入れる心。

平等と自由、自立性と地域利益、変革と継続性
など様々な競合する需要間のバランスをとる

力。折り合いをつける力。

自らの行動の将来の結末を考慮する力。自分の
仕事の成果について責任をもって説明できる

力。自ら評価できる力。自己効力感、責任感、
問題解決能力、適応能力など

これらは学び手・教え手に共通して重要な能力であり、
「見通し・行動・省察」というプロセスを通じて学習できるとしている

出典：「OECD Education 2030プロジェクトについて」文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室



未来予測やそれにむけて国際的に
提唱されている“これからの学びの
あり方”を確認してビックリ！

次の3つの点で、見事なほどに
【八幡前駅プロジェクト】の
設定や実態にしっくりきました。



新しい価値創造

0101

八幡前駅・地域

地域住民や駅利用者へ
のアンケートや聞き込

み調査

人口減少・高齢化
産業衰退・活力低下

複数課題を同時に
抱える未来の縮図

『利便性では市営地下
鉄や路線バスには勝て
ない』という現実

しかし、地域交流拠点
の創出や活性化への期
待は大きいことがわか

った

“地域交流を生む駅”と
しての魅力化を図るチ
ャレンジへ！

駅を、
地域交流の場
そのものにする！

という
新しい価値創造



0202
さまざまな立場の人と
折り合いをつける あらゆるステークホルダーを意識し

て、複眼的な視座をもってアイディア
を出すことが求められている

資金繰り

意見調整

スロープを
設置したい

マルシェを
したい



みんなの発想を
信じて、尊重する

グランドルール１



みんなが率先して
動かない限り、
大人は手伝わない

グランドルール２



オトナを動かすため
自らの言葉で
アイディアや想いを
説明しなければいけない

0303
生徒主体でのプロジェクト運転
関わるオトナは伴走者に徹する

自分たちが「やってみたい！実現させた
い！」と決めたモノ・コトに対して、自
らの行動や段取りに責任を持たないと何
も進まない状況を背負う

その評価は、オトナを動かせたことや、説
明できたことによって、自らが自らのモノ
に出来る。とても高い自己効力感を獲得。



できあがりの
イメージを絵
や言葉にする

①かく ②つくる ③見いだす

試行錯誤を
繰り返し、

アイディアを
何とか具現化

させる

具現化させたモ
ノ・コトを、絵や
言葉でイメージし
たものと照らして
省察し、原理・原

則に気づく

公立はこだて未来大学　美馬のゆり先生

出典
『「未来の学び」をデザインする　－空間・活動・共同体』（東京大学出版会）
および講演会内容（2 0 1 9 . 5 . 2 8私学マネジメントセミナー）をもとにしています
公立はこだて未来大学　教授　美馬のゆり（専門：学習科学）



できあがりの
イメージを絵
や言葉にする

①かく



②つくる

試行錯誤を
繰り返し、

アイディアを
何とか具現化

させる



「つくる」段階においては、

実社会での仕事さながらのプロセスを体験することで、

「デザイン思考」を習得するトレーニングを意識的に行っている。

「デザイン思考」で「つくる」経験を通

して、自らの力を他者との協働（チーム

ワーク）のなかでアウトプットする実践

経験を積む。

将来、大学生や社会人として研究や仕事

に取り組んでいくことにつながる有効な

原体験になると考えられる。



「インサイト」シートに取り組もう

ペルソナが ○○のときに ▽▽▽になっている状
況
の
事
実

ペルソナの
ニーズ

○○のときに、□□□したい！▽▽▽したくない！

なぜなら・・・ 実は・・・ でも・・・深
掘
り

つまり！本当は★★を実現したい！☆☆を解決したい！

インサイト



③見いだす
具現化させたモ

ノ・コトを、絵や
言葉でイメージし
たものと照らして
省察し、原理・原

則に気づく

どういったところで成功し、どういったところが至らなかったのかを
省察する機会を持ち、次へサイクルをまわすことが重要。良し悪しの
振り返りでなく、原理・原則に気づくことがポイントになる。



未来予測やそれにむけて国際的に提唱されている
“これからの学びのあり方”にフィット。

そこで新しい経験・居場所を得た子どもたちが身に纏
う「前向きさ」「自信」「挑戦を楽しむマインド」。

課外活動かつ、産学協同のPBL、
そしてMM教育のエッセンス。
新しいかたちの学びで経験できる魅力が、
活動を希望する生徒を、連綿と引き寄せ続けている。

「新しい活動の居所」が、継続12年に03



04新しい学びの感触と果実
（四方良し）



学校の外とつながるプロジェクト

すでにある課題の解決や、
まだない新しいことへの挑戦

誰かに任せるのではなく
自ら提案・準備・実現させる

実社会の仕事さながらの
プロセスに対する充実感

生徒が得ている学びの感触と果実04

実際にカタチになるのは、学校ではなく社会。
学校内で完結する活動とは別次元の達成感

新聞やテレビで報道され、
大きく社会に開かれた評価

自分たちが子ども扱いを
されなかった

自分たちが考えたことも
社会に通用する

自分も社会の一員として
アクションができる



生徒が得ている学びの感触と果実04
Lifelong Learning

学び続けることができるマインドセット

自信・自己肯定感

アントレプレナーシップ

知的好奇心・探求心

公共心・シチズンシップ



『八幡前駅プロジェクトに参加する前は、
自分もしくはみんなと、駅を変えたり、社
会を変えたりできると思っていなかった。
でも経験してきた今、意識が変わった。や
りたいことは言ってみる。やってみる。挑
戦する。そんな自分になれた。』（2018卒
YYさん）

『自分が思いついて考えたことが、大人に意見
してもらえたり、皆に認められて形になったこ
とが嬉しかった。いろんな意見・知識が知れた
ことが楽しかった。プロジェクトに参加する前
は、ちょっとめんどくさいから辞めようとかが
多かった。「もっと知りたい！」「自分からやろ
う！」と思うことが増えた。大人に自信をもっ
て言える意見を持つことは大切だし、社会の中
に一足早く出るような経験でたくさん刺激もも
らえるので必要だと思う。』（2018卒MYさん）



学校が地域社会に
開かれている・貢献

イメージアップ
まちづくり

地域・社会への貢献
ファンの獲得
タダの労働力
若年層マーケ

地域おこしの
取り組みが

中学生から提供される
タダで手に入る

活力とアイディア
将来の移住者獲得

新しい学びの感触と果実（四方良し）

学校・企業・地域が得ている感触と果実

「売り手よし、買い手よし、世間よし」かつ、「未来よし」「売り手よし、買い手よし、世間よし」かつ、「未来よし」



05運営の工夫、そして課題



ミ ー テ ィ ン グ メ デ ィ ア 掲 載通 信

生徒の興味関心・モチベーションをいかにキープ＆アップし続けられるか

対面とオンライン併用
プレスリリース

運営の工夫

「通信」を発行

teamsを活用
チェックインを必ず行う

ゲストとの出会いを
（叡電さん／大学教授／卒業生など）

新聞

TV



長年の継続、学校内外での認知UP。

「やってみたい！」生徒は毎年多く、

積極的な気持ちで参加するメンバーが増える一方、、、課題も顕在化

長年の継続、学校内外での認知UP。
「やってみたい！」生徒は毎年多く、
積極的な気持ちで参加するメンバーが増える一方、、、課題も顕在化

生徒自身の“活動時間の量的な制約”の解消

メンバー全員の主体性をどこまで引き出せるか

関わるオトナ側の労力の最適化問題

そして課題

授業・自宅学習・生徒会・クラブ・友達・習い事と多忙な中学生
活動に対して、学校としての優先順位を上げて「枠」を検討できるか

人数が増えると、一度に集まる機会がなく、個別対応になり、
生徒主体のファシリテーションやリーダーシップが行いにくくなる

学校と企業、そして地域と、それぞれの世話人となるオトナがいつ
まで継続できるかの問題。またその円滑な継承や分担などの検討



『学び3.0』では、こんな定義がされている。

学び1.0：正解を学び、知識を増やすインプット中心の学び

学び2.0：自分の興味をもとにデザインする主体的な学び

学び3.0：他者と学び合い、社会を共につくる共創的な学び

--

いまはVUCAの時代、不確実で曖昧で複雑で、予測がつかない。

また、生成AIの登場で、「答え」はすぐに出てくるようになった。

そんな時代の中、問われているのは、

何を問うかというセンスそのものだ。

好奇心。問いを立てる力。そして、学び続ける力。

この時代に必要なのは「知識を覚える力」ではなく、

「自分にとっての問いを見つける力」なのだろう。

--

そして今、あらためて思うのは、社会を根っこから捉え直そうとす

るとき、教育と経済は、断絶された別の領域ではなく、「居場所」

という媒介を通じて、なめらかに連なっていくということだ。

「学び」は、どこか遠くにあるものじゃない。

地域にあり、日常にあり、人との関係のなかにある。』

さとのば大学（発起人：信岡良亮さん）の理事に選任された家入一真さん（camp fire創業者）のメッセージより



本日はありがとうございました。
京都にお越しの際は、ぜひお立ち寄りください

a-kojyo@js.doshisha.ac.jp


